
視察研修報告
（山形県天童市立天童中部小学校）

1綿内小学校 吉田祐紀



先生友達

授業

〇「あったかタイム」の充実
(対人関係ゲームの継続実施)
〇児童会「わたっ子ペア等による
異学年交流

〇学校全体で取り組む「ポジティブ行動支援」
〇複数の教職員(チーム)で一人を見守り・支える

〇「綿内版UD」の進化・徹底
〇個に寄り添う指導の充実
〇児童の困り感に応じたICTの活用

校内連携体制の質的な向上
○特別支援連携ミーティング（特別支援学級担任と原学級担任の情報共有）
〇登校支援スクリーニング会議(年４会)
○特別支援Co、登校支援Coによる教室巡回支援 〇校内教育支援室「あったかルーム」の設置と運営
〇外部専門家、関係機関との連携

綿内あったかプラン

どの子も安心して挑戦し、自分らしく輝ける学校
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①自学自習

②フリースタイルプロジェクト（個人総合）

③マイプラン学習（単元内自由進度学習）

令和４年度～６年度 天童中部小学校 研究主題

学び続ける子供の育成 ～ 子供理解に基づくアプローチ ～

２割 ８割



4

・・・教師に代わって、数人の子どもたちがクラスで授業を行う

子どもの自己調整力・有能感・満足感を高める

教師自身の授業の振り返りや授業改善につながる

①自学自習
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・・・４～６年生の子どもたちが個人で行う総合的な学習の時間

探究に向かうための子どもたちのテーマ決めや振り返りの設定

自ら学び方を決め、自ら追究する楽しさを感じる時間にする

②フリースタイルプロジェクト
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・・・単元の学びのゴールを決めて、子どもが自分で計画を立て
自分のペースで行う学習(自由進度学習)

子どもたちが学びに向かう環境、学びを選択できる環境を整える

何のために学んでいるか、学びのゴールを意識できるようにする

③マイプラン学習



先生友達

授業

〇「あったかタイム」の充実
(対人関係ゲームの継続実施)
〇児童会「わたっ子ペア等による
異学年交流

〇学校全体で取り組む「ポジティブ行動支援」
〇複数の教職員(チーム)で一人を見守り・支える

〇「綿内版UD」の進化・徹底
〇個に寄り添う指導の充実
〇児童の困り感に応じたICTの活用

校内連携体制の質的な向上
○特別支援連携ミーティング（特別支援学級担任と原学級担任の情報共有）
〇登校支援スクリーニング会議(年４会)
○特別支援Co、登校支援Coによる教室巡回支援 〇校内教育支援室「あったかルーム」の設置と運営
〇外部専門家、関係機関との連携

綿内あったかプラン

どの子も安心して挑戦し、自分らしく輝ける学校
全員が同じやり方ではなく、子どもたちがいろいろ
な考え方で取り組めるようにめあてを設定している。

分からないことや困っていることがあった時に、子
どもたちで協力・解決する場面づくりをしている。

個にかかわれるように、全体指示や説明は整理、短
縮し、子どもたちに任せる時間をつくっている。
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